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第６章 

公共交通の基本方針 
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６．公共交通の基本方針 

６-１．福津市の交通将来像 

福津市における交通将来像は、「第2次福津市都市計画マスタープラン（平成30年3月）」に掲げられてい

る将来都市像の実現に向けて、下記のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■福津市の交通将来像の方向性 

 

 

 

 

 

 

  

▲将来都市構造 

・鉄道及び路線バスを公共交通の基軸として、コミュニティバスやタクシー等の交通機関相互の連携 

・市民の生活行動やニーズに対応した利用しやすい公共交通ネットワークの形成 

・公共交通を将来にわたって維持する（持続可能な交通体系の構築） 

・市民・行政・交通事業者の連携による一体的な取り組み 

・郷づくりの地域を考慮し、各地域の住民生活に必要な公共交通を育む 

資料：第 2次福津市都市計画マスタープラン 

（平成 30年 3月） 

≪将来都市像（めざすまちの姿）≫ 

「歴史と未来」「自然と賑わい」「定住と交流」それぞれを大切にするまち 
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６-２．公共交通の基本方針 

公共交通に係る課題の解決に向けて、福津市の公共交通における基本方針を下記のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福津市における地域公共交通の維持及び活性化に向けた基本方針 

交通将来像の実現に向けて 

 

 

 

 

 

基本方針①：市内各地域の課題やニーズに対応し、地域間格差の是正を

促す公共交通サービスの充実 

基本方針②：3 つの拠点へのアクセス性向上による市全体の活性化 

基本方針③：観光資源との連携による交流人口の拡大 

基本方針④：公共交通機関相互の連携による公共交通ネットワーク 

の機能強化 

基本方針⑤：多様な主体の連携による持続可能な体制や仕組みの構築 

課題①：高齢化に対応した持続可能な公共交通の確保・維持 

課題②：地域単位での住民ニーズや利用目的に応じた公共交通ネットワークの構築 

基本方針①：市内各地域の課題やニーズに対応し、地域間格差の是正を促す 

公共交通サービスの充実 

利用しやすいルートや運行ダイヤにするとともに、ニーズに応じた目的地や公共交通

機関の運行状況等の情報提供の充実を図る必要があります。 

特に、高齢者や本市縁辺部(用途地域外)の居住者が、安全で快適に利用しやすい交通

環境を創出する必要があります。 



 

90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題④：まちづくりと公共交通の連携による将来像の実現 

課題②：地域単位での住民ニーズや利用目的に応じた公共交通ネットワークの構築 

課題①：高齢化に対応した持続可能な公共交通の確保・維持 

課題④：まちづくりと公共交通の連携による将来像の実現 

課題③：公共交通機関相互の連携による利便性の向上 

課題⑤：各主体（市民（地域）・企業・交通事業者・行政）における役割の明確化と一

体的な取り組み 

基本方針②：3 つの拠点へのアクセス性向上による市全体の活性化 

中心拠点(福間駅周辺)と地域拠点(津屋崎地区・東福間駅周辺)における行政、医療、

福祉、商業等の機能向上を下支えし、拠点へのアクセス性を高める公共交通ネットワー

クを形成する必要があります。 

基本方針③：観光資源との連携による交流人口の拡大 

市内各地に分布する観光スポット及び観光ゾーンへの連絡や連携を向上させること

で、市内外からの交流人口の拡大を図り、地域の活性化を支える必要があります。 

基本方針④：公共交通機関相互の連携による公共交通ネットワークの機能強化 

コミュニティバスのみにとどまらず、鉄道や路線バス、タクシー等の交通機関に求

められる役割を明確にするとともに、それぞれの交通機関の利点を活かしたサービス

を提供することが求められます。 

さらに、各主体や交通機関相互が連携することで、無駄や非効率な運行などを回避し、

利用しやすい交通体系を維持していくことが必要です。 
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課題⑤：各主体（市民（地域）・企業・交通事業者・行政）における役割の明確化と    

一体的な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※ 各主体の役割と連携 ※※※ 

連携・共働 

市 民 

地域･ｺﾐｭﾆﾃｨ 
（関係団体等） 

行 政 
（福津市、国・県等） 

交通事業者 
（鉄道、バス、タクシー） 

基本方針⑤：多様な主体の連携による持続可能な体制や仕組みの構築 

地域交通政策の推進に行政が牽引的な役割を果たす中で、交通事業者の自主路線を

含む形で策定された地域公共交通計画を具現化するためには、関係者が計画理念を共

有し、協議会等において計画の実効性を担保するとともに、多様な関係者による協議

を通じて、相互の信頼関係が構築されていることが重要です。 

さらに、計画策定段階から行政と交通事業者が意思の疎通を図るとともに、市民を

含む関係者が地域公共交通を支えるために総力をあげて取り組むことが求められま

す。 

すなわち、委託者・受託者、行政主導・事業者主導といった考え方や、事業者（自主）

路線・補助路線・委託路線といった従来の枠組みから脱却し、対等の立場で地域公共交

通の活性化・維持に向けて取り組むパートナーシップに基づく持続可能な公共交通維持

の仕組みを構築することが重要です。 
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６-３．公共交通ネットワークのあり方 

（１）公共交通ネットワークのあり方 

福津市の地域課題に対応し、将来都市構造の実現に向けた公共交通ネットワークのあり方を以下に

整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪公共交通軸・エリアの設定≫ 

交通機関の役割や拠点の階層イメージを踏まえ、将来の都市構造の骨格を形成する公共交通

軸・エリアを以下のとおりに設定します。 

1）鉄道（JR鹿児島本線） 

福津市は、JR鹿児島本線が東西に走り中心拠点や地域拠点を経由する形となっており、周辺市

及び広域的な都市間の連携が図られています。鉄道は永続性が高く、需要増への柔軟な対応や都

市間連携を可能とする軸であることから、幹線軸に位置づけます。 

2）路線バス（西鉄バス） 

既存の民間路線バスは、本市の中心拠点と地域拠点を結ぶとともに、広域的な都市間連携を図

るよう本市の各拠点と周辺市を結ぶ路線を幹線軸に位置づけます。 

3）コミュニティバス（ふくつミニバス） 

コミュニティバスは、鉄道や路線バスでカバーできない公共交通の空白地域における移動や高

齢者等の生活行動を支えることから、各拠点を起終点とし、幹線軸を補完する役割を担う路線と

する支線軸に位置付けます。 

また、コミュニティバスの利点であるルートや頻度等の計画の柔軟性を活かし、利用者のニー

ズや行動目的、観光資源との連携等に対応した幹線的な機能やサービスを担う新たな路線の導入

を進めます。 

4）タクシー 等 

需要が少なく利用者の高齢化や居住密度が低い本市縁辺部の地域については、すべての利用者

のニーズに対して定時定路線で運行することには、限界があります。 

そのような地域を地域連携エリアと位置づけ、タクシーを活用し居住地と拠点や幹線軸・支線

軸を結ぶ交通サービスの導入を検討します。 

福津市における公共交通ネットワークのあり方 

①幹線軸として機能する鉄道や路線バスについて、その機能を維持します。 

②支線軸であるコミュニティバスは、市民の生活行動や利用実態を踏まえ、中心拠点のＪＲ福間駅

周辺や地域拠点を核として、観光交流スポット等との連携を見据えたバスネットワークを見直

し・再編します。併せて、市民の利用が多い市外の総合病院などの施設への路線や、民間路線バ

スが撤退した代替の路線などについて、近隣自治体との連携による運行を検討します。 

③さらに、幹線軸を補完し高いサービス水準を有することで、幹線的な機能やサービスを担う新た

なコミュニティバス路線の導入を進めます。 

④その他の需要の少ない縁辺地域は、地域連携エリアと位置づけ、バスネットワークを補完しつつ、

柔軟に対応可能なタクシー等を活用した交通サービスの導入を検討します。 

⑤利用状況に応じて、地域公共交通ネットワークを改善できる仕組みや体制も併せて構築します。 
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幹線軸（鉄道、路線バス） 

準幹線軸（コミュニティバス） 

支線軸（コミュニティバス） 

地域連携エリア（タクシー） 

近隣自治体との連携検討路線 

幹線補助対象路線 

（津屋崎～鐘崎線） 

公共交通の基本方針図 

▲公共交通の基本方針図 
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（２）公共交通の機能分類とサービス確保 

福津市における公共交通の機能分類とサービス確保の考え方について、以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼公共交通の機能分類とサービス確保の考え方（1/2） 

機能分類 路線機能 サービス確保の考え方 運行主体 
該当する 

現行路線 

幹
線
軸 

鉄
道 

通勤・通学や買物

、通院等、様々な

利用目的に対処し

、福津市と周辺市

町とを連絡する都

市間交通軸として

機能します。 

・周辺市の都市間を連絡する交通需

要に応じたサービスを確保しま

す。 

・鉄道と路線バスの一体となった公

共交通による幹線軸を形成すると

ともに、中心拠点や地域拠点を結

び、潜在需要の喚起を図るための

サービスを確保します。 

・通勤・通学及び帰宅時間帯でのサ

ービスを確保します。 

・鉄道との乗り継ぎ利便性の確保に

留意したダイヤを設定します。 

・自治体や事業者の運営努力だけで

は維持が難しい路線は、地域公共

交通確保維持事業を活用し、運行

を確保・維持します。 

交通事業者 
(JR九州) 

JR鹿児島本線 

路
線
バ
ス 

通勤・通学や買物

、通院に加え観光

等、様々な利用目

的に対処し、福津

市と周辺市町とを

連絡する都市間交

通軸として、鉄道

と一体となって福

津市の公共交通の

骨格を形成します

。 

交通事業者 
(西鉄バス) 

路線バス 
（都市間、 
中心拠点・ 
地域拠点間） 

準
幹
線
軸 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

中心拠点と地域拠

点を連絡し、幹線

軸を補完しつつ、

幹線的な機能と

サービスを担う新

たな路線を導入し

ます。 

・中心拠点と地域拠点を結ぶルート

とします。 

・また、幹線軸である路線バスを補

完し、幹線的な機能や高いサービ

ス水準を確保します。 

・幹線軸である路線バスや支線軸で

あるコミュニティバスとの重複の

回避に留意したルートを設定しま

す。 

・中心拠点・地域拠点において、幹

線軸である路線バスや支線軸であ

るコミュニティバスとの乗り継ぎ

利便性の確保に留意したダイヤを

設定します。 

行政、 
交通事業者 

コミュニティ 
バス 
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▼公共交通の機能分類とサービス確保の考え方（2/2） 

機能分類 路線機能 サービス確保の考え方 運行主体 
該当する 

現行路線 

支
線
軸 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

各拠点（中心拠

点・地域拠点）を

起終点とするこ

とを基本に、近接

する住宅地・集落

を結ぶ路線とし

て機能します。 

・住宅地や集落と、それらに近接する

各拠点を結ぶルートとします。 

・また、各拠点での商業施設・医療施

設・公共施設等へのアクセス利便性

の確保に留意したルート及びダイ

ヤを設定します。 

・幹線軸である路線バスや準幹線軸

であるコミュニティバスとの重複

の回避に留意したルートを設定し

ます。 

・各拠点において、幹線軸である路線

バスや準幹線軸であるコミュニ

ティバスとの乗り継ぎ利便性の確

保に留意したダイヤを設定します。 

・地域ごと、年代ごと等の利用特性

に応じて適切なサービスを確保し

ます。 

※市民の利用が多い市外の総合病院

などの施設への路線や、民間路線バ

スが撤退した代替の路線などにつ

いて、近隣自治体との連携による運

行を検討します。 

行政、 
交通事業者 

コミュニティ 
バス 

地
域
連
携
エ
リ
ア 

タ
ク
シ
ー 

等 

地域連携エリア

では、鉄道や路線

バス、コミュニ

ティバスとの空

間的及び時間的

な補完関係を構

築するよう、タク

シー等を活用し

た新たな交通

サービスを導入

します。 

・本市の縁辺地域の公共交通空白地域

を対象に地域連携エリアと位置づ

け、タクシー等を活用した適正な

サービスを確保します。 

・地域連携エリアの居住地と各拠点を

結ぶほか、路線バスやコミュニティ

バスとを結び、乗り継ぎぎを考慮し

た移動ニーズに対応するサービス

を確保します。 

・タクシー等の活用により、個別の移

動ニーズに幅広く柔軟に対応でき

るサービスを確保します。 

交通事業者 
（タクシー
事業者） 

タクシー 等 
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（３）乗り継ぎ環境の確保・改善 

公共交通ネットワークの形成における乗り継ぎ拠点のあり方や幹線路線・準幹線路線・支線路線による

乗り継ぎ環境を確保・改善する場合の留意点を以下に整理します。 

 

▼乗り継ぎ環境の確保・改善の考え方 

視 点 内  容 

乗り継ぎへの配慮 

・遅延時におけるバス待ちルールを設定する等、バス路線相互の

乗り継ぎが円滑に行えるように配慮します。 

・主要な乗り継ぎ拠点においては、可能な範囲でパーク＆（バス

）ライド、サイクル＆（バス）ライド等の施設を活用し、多様

な交通手段（鉄道、自家用車、タクシー、自転車など）との乗

り継ぎが行えるように配慮します。 

乗り継ぎ案内・ 

情報提供 

・乗り継いで行くことができる施設・目的地や、乗り継ぐ先の路

線の情報が、事前に確認できるなど、利用者へ正確な情報を提

供できるように留意します。 

乗り継ぎへの抵抗を

軽減 

・運行本数の多い路線から運行本数の少ない路線への乗り継ぎの

際、極力短い時間で乗り継ぎが可能となるようにダイヤ設定に

留意します。 

・目的地までの乗り継ぎ回数を極力少なくすることに留意します。 

・主要な乗り継ぎ箇所において、乗り継ぎ待ちの際に雨風を避け

休憩できるようなベンチや上屋の整備を検討します。 

・乗り継ぎにより、運賃（利用料金）負担が過度に増大しないよ

う留意します。 

 

 


